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学長メッセージ

「縁起・智慧・慈悲」の精神で、持続可能な未来を拓く

駒澤大学は、仏教の教えと禅の精神を建学の理念とする伝統ある学び舎です。
SDGsが掲げる「誰一人取り残さない」という理念は、実は2500年以上も前から仏
教の中に息づいています。私たちは、万物が相互に関連し合う「縁起」、真実を
見通す「智慧」、他者の痛みに共感する「慈悲」の三つの教えを大切にしてきま
した。この古くて新しい精神こそが、混迷する現代社会において私たちが進むべ
き「共通の羅針盤」になると確信しています。

本学では、この精神を具体的な実践へと結びつけています。例えば、環境・社
会・経済の不可分性を説く「縁起」の視点は目標17（パートナーシップで目標を
達成しよう）に、本質を見極める「智慧」は目標4（質の高い教育をみんなに）
に、そして平等を希求する「慈悲」は、あらゆる不平等の解消に向けた原動力と
なります。駒大防災ハロウィンや学生への生活支援プロジェクトなど、身近な取
り組みを「自分事」として積み重ねることが、地球規模の課題解決への確かな一
歩となります。

本報告書の表紙を飾るSDGsのカラーホイールには、17の目標を示す色が並んで
います。この多種多様な色がそれぞれの個性を保ちながら円環を成しているよう
に、本学の教育、研究、地域連携といった多角的な活動もまた、互いに「縁」に
よって深く結ばれ、持続可能な未来という一つの大きな目的を形作っています。
個々の活動が多様性を保ったまま共鳴し、調和ある歩みを続けていくことで、よ
り豊かな社会を築けると信じています。

駒澤大学はこれからも、この「縁起・智慧・慈悲」を現代社会の文脈に融合さ
せ、知の拠点として情報を発信し続けます。学生、教職員、そしてパートナーの
皆様と共に、持続可能な社会の構築に向けて、しなやかな意思をもって邁進して
いく所存です。

本報告書が、本学の取り組みを広くお伝えするとともに、皆様とともに歩む新
しい未来への一歩となることを願っております。
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駒澤大学長 村松 哲文

村松学長のSDGsに関する「学長メッセージ」
https://www.komazawa-u.ac.jp/social/sdgs/sdgsmessage/

https://www.komazawa-u.ac.jp/social/sdgs/sdgsmessage/


SDGsとは
持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）とは、2001年

に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年9月の国連サ
ミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発のための2030アジェン
ダ」に記載された、2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。
17のゴール・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない
（leave no one behind）」ことを誓っています。
（出典：外務省ホームページ）
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html

■SDGs17の目標
あらゆる場所あらゆる形態の
貧困を終わらせる

あらゆる年齢のすべての人々の
健康的な生活を確保し、福祉を促進する

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び
女児のエンパワーメントを行う

すべての人々の、安価かつ信頼できる
持続可能な近代的なエネルギーへの
アクセスを確保する

強靭（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促進
及びイノベーションの推進を図る

包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する

気候変動及びその影響を軽減するための
緊急対策を講じる

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の
推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への
対処ならびに土地の劣化の阻止・回復及び
生物多様性の損失を阻止する

持続可能な開発のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養の
改善を実現し、持続可能な農業を促進する

すべての人に包摂的かつ公正な質の高い
教育を確保し、生涯学習の機会を促進する

すべての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々
の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間ら
しい雇用（ディーセント・ワーク）を
促進する

国内及び各国家間の不平等を是正する

持続可能な消費生産形態を確保する

持続可能な開発のために、海洋・海洋資源を
保全し、持続可能な形で利用する

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促
進し、すべての人々に司法へのアクセスを提供し、
あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある
包摂的な制度を構築する
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駒澤大学 SDGs実行宣言

駒澤大学は、近未来における地球的規模での危機を十分に認識し、人類及び
世界における持続可能な社会の構築のために2015年9月に国連サミットで採択
された「持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）」に
共感・賛同し、その達成に向けて、各国・各機関・各組織等をはじめとする
様々な人々と密接に協力し、本学の教育・研究等の諸活動において、全学的に、
積極的に貢献していくことを、ここに宣言します。

駒澤大学は、建学の理念「仏教の教義と曹洞宗立宗の精神」に基づき、「と
もに、よりよい明日を築く」ことをその使命としてまいりました。これを原点
として、近時、喫緊の課題となっている「ダイバーシティ＆インクルージョン
(多様性を認め、受け入れて活かすこと)」を推し進めるために、〈個〉を活か
した「しなやかな大学の実現」を目指しています。

私たちは、長きにわたって本学が堅持してきた仏教的価値観が、「SDGs」
という人類の英知に基づく網羅的な課題認識と呼応すると受け止め、「誰一人
取り残さない社会の実現」と、「あらゆる存在を尊重する社会の実現」に向け
て、今後とも主体的に目指してまいります。

「誰一人取り残すことなく、ともに、あらゆる存在を尊重する社会の実現」
のために、本学は教職員、学生、地域社会など、様々なステークホルダーと
協働し、以下のSDGsの達成に向けた行動目標を定め、積極的かつ具体的に
取り組みを進めてまいります。

SDGsの達成に向けた行動目標

（教育） 駒澤大学は、質の高い教育の維持に努め、自ら考え、
行動する人材を育成します。

（研究） 駒澤大学は、専門的な学問の研究、技術開発の研究を推進し、
その実践を目指します。

（協働） 駒澤大学は、パートナーと協働し、知の拠点として情報を発信し、
SDGsの達成に貢献します。

2022年4月28日
駒澤大学
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Komazawa University 
SDGs Declaration

Komazawa University is fully cognizant of the risk of a global-scale crisis 
in the near future. We support the Sustainable Development Goals (SDGs), 
which were adopted at the September 2015 UN Summit with the aim of 
building a sustainable society for people and for the world. We hereby 
declare our intention to work closely together with countries, institutions, 
organizations, and various other parties and, through our education and 
research activities, to contribute to the achievement of these goals.

“Buddhist Teachings and the Spirit of Zen” are our founding principles, and 
our mission is “building a brighter future, together.” In order to encourage 
diversity and inclusion, which has in recent years become an issue of great 
importance, we seek to become a flexible university that maximizes 
“individuality.”

We have been committed to Buddhist values for many years, and we believe 
these values are closely compatible with SDGs, which are a reasoned 
summation of the issues facing our planet. Going forward, we will actively 
seek to realize a society in which no one is left behind, and in which all 
forms of life are respected. 

For the sake of a society in which no one is left behind, and in which all 
forms of life are respected, our university has worked together with various 
stakeholders—including our academic staff, students, and local 
communities—to formulate the target actions listed below to achieve SDGs. 
We will actively implement concrete initiatives to this end. 

Komazawa University
April 28, 2022
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Target actions to achieve SDGs:
At Komazawa University, we will endeavor to provide a consistently     
high level of education, and nurture people capable of thinking and 
acting for themselves.
At Komazawa University, we will encourage research in specialized 
fields of learning and research in technical development, and seek 
to put the fruit of this research into practice.
At Komazawa University, we will work together with our partners, 
transmit information as a bastion of learning, and contribute to the 
realization of SDGs.

(Education)

(Research)

(Collaboration)



2025年度 駒澤大学における「SDGs」についての取り組み
駒澤大学では、「SDGs」に関連した取り組みを行っています。また教育活動、

研究活動においても「SDGs」について取り扱い、その目指す社会の実現に向けて
広く活動を行っています。

本報告書では、2025年1月から12月までの間に行った本学の取り組みについて、
その一部を17の目標別に紹介します。
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特集：「駒澤大学×SDGs」と題したオンデマンド研修

本学らしい「SDGs」のあり方について、学生・教職員が一層理解を深める機会とするとともに、
本学の関係者の皆様にお伝えするツールとして、2023年3月より「駒澤大学×SDGs」と題してオン
デマンド形式によるSDGs研修動画を配信しています。
2025年12月までに計9本の動画を、本学公式YouTubeチャンネルにて、公開してまいりました。

駒澤大学公式YouTubeチャンネル「駒澤大学×SDGs」

研修動画リスト
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講師テーマ

永井 政之
駒澤大学 総長

仏教・禅とSDGsVol.01

各務 洋子
駒澤大学長（2022年収録時）
グローバル・メディア・スタ
ディーズ学部 教授

駒澤大学 SDGs実行宣言
～大学としての取り組みについて～

Vol.02

松信 ひろみ
文学部 社会学科 教授

ジェンダー平等を目指して
SDGs目標5 ジェンダー平等を実現しよう

Vol.03

石井 清純
仏教学部 禅学科 教授

駒澤大学の禅と社会活動Vol.04

清水 善和
名誉教授
総合教育研究部 自然科学部門
教授（2023年収録時）

健全な人間生活は、健全な地球環境に宿るVol.05

青木 茂樹
経営学部 市場戦略学科 教授

北欧の大学を中心としたサステナビリティの
推進体制

Vol.06

鈴木 重雄
文学部 地理学科 教授

竹林のランドスケープ・デザインVol.07

近藤 啓介
医療健康科学部 診療放射線技
術科学科 教授

学生自らが興味を持ち主体的に学習する教育Vol.08

村田 渉
医療健康科学部 診療放射線技
術科学科 講師

自作教材で広がる放射線リテラシーの輪：持
続可能な教育モデルへの挑戦

Vol.09

https://www.youtube.com/playlist?list=PLLO-a0WDbETEvt2AeLWLr79iUoRfpdxaW
https://www.youtube.com/watch?v=L9obU-IGWNw
https://www.youtube.com/watch?v=nP8chIRgtHk
https://www.youtube.com/watch?v=nP8chIRgtHk
https://www.youtube.com/watch?v=h4j24XjaDsg
https://www.youtube.com/watch?v=h4j24XjaDsg
https://www.youtube.com/watch?v=Z6WnG8HE86s
https://www.youtube.com/watch?v=A-q4eFfYHYs
https://www.youtube.com/watch?v=WumLuzios-4
https://www.youtube.com/watch?v=WumLuzios-4
https://www.youtube.com/watch?v=NrrD0Vc3578
https://www.youtube.com/watch?v=LKlLlLR_lWA
https://www.youtube.com/watch?v=F8wx28inGlM
https://www.youtube.com/watch?v=F8wx28inGlM


特集：「駒澤大学×SDGs」と題したオンデマンド研修

2025年12月には、今年度のSDGs研修として、さらに3本の動画を撮影しました。これらの動画は
2026年1月に公開されました。

令和7年度の研修動画リスト
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講師テーマ

村松 哲文
駒澤大学長
仏教学部 禅学科 教授

縁起・智慧・慈悲とSDGsの融合
ー実践するSDGsー

Vol.10

松本 英俊
大学院 法曹養成研究科 教授

刑事司法の「他人事」を「自分事」に
ー裁判員制度から考えるSDGsー

Vol.11

井上 健一
法学部 法律学科 教授

ESG：現在地と将来

Vol.12

https://www.youtube.com/watch?v=HnJU8o8fY3A
https://www.youtube.com/watch?v=HnJU8o8fY3A
https://www.youtube.com/watch?v=8Oek1g8LzEI
https://www.youtube.com/watch?v=8Oek1g8LzEI
https://www.youtube.com/watch?v=-anxFdNMh2s
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「食支援プロジェクト」第7弾及び「食支援プロジェクト（ミニ）」

学生支援とフードロス防止を目的に食品等を無償配布

学生支援推進課 学生支援推進係学生支援センター

7月29日(火)～31日(木）、学生を対象とした「食支援プロジェクト」第7弾 を開催しました。
このプロジェクトは、本学が2021年度から継続的に実施する、学生支援とフードロス防止を目

的として食品等を無償配布する取り組みで、開催に際しては、駒澤大学教育後援会（父母会）を
はじめ、たくさんの企業・団体・個人の皆さまからご支援をいただいています。また、今年度は
「物価高に対する食の支援事業」として独立行政法人日本学生支援機構からの助成金も活用し、
3日間で2,034人の学生に食品等を無償配付しました。併せて、昨年度に引き続き、世田谷区の協
力を得て、栄養士との相談や野菜摂取量が測定できるブースなども併設し、学生自身が健康を考
える機会にも繋げました。
また、11月19日(水)、「食支援プロジェクト」第７弾の残余物資、管財部より供与を受けた使

用期限の近い防災備蓄品等を活用して「食支援プロジェクト（ミニ）」を追加実施し、1,592人
の学生に対して食品等を無償配付しました。学生からは「食品ロスや物価高騰などの社会問題が
ある中でこうした取り組みはとてもありがたいしとても良い考えだと思う」「野菜ジュースや乾
燥野菜など、健康に気遣ったラインナップもありがたかった」といった言葉が寄せられました。
配付の様子は、駒澤大学学生支援センターのInstagramをご覧ください。
なお、本学では「駒澤大学カラダスマイルプログラム」として学生の健康支援に取り組んでお

り、「食支援プロジェクト」もその一環として行われています。

関連するSDGs

https://www.komazawa-u.ac.jp/news/event/2025/0822-17636.html
https://www.instagram.com/komazawa_no_today/
https://www.komazawa-u.ac.jp/campuslife/scholarship/k-smile.html
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カラダスマイルプログラム

「朝だけ10円サラダ」と「ランチ50円サラダバー」を実施

学生支援推進課 学生支援推進係総務部／学生支援センター

駒沢キャンパス学生食堂にて、学生対象の「朝だけ10円サラダ」・「ランチ50円サラダバー」
を実施しました。

この取り組みは、2023年度の野菜摂取量測定において、本学学生の野菜摂取不足が明らかに
なったことから、栄養バランスの良い食生活を意識してもらうために、駒澤大学教育後援会
（父母会）・銀座スエヒロカフェテリアサービス・株式会社ニップンの協力のもと企画したもの
です。
また、2024年度からは、カゴメ株式会社の「べジチェック® 」を

学内に設置しています。推定野菜摂取量を手軽に測定できるように
なったことで、毎日の食生活の改善に役立てられます。

なお、本学では「駒澤大学カラダスマイルプログラム」として
学生の健康支援に取り組んでおり、これらの取り組みはその一環
として行われています。

https://www.komazawa-u.ac.jp/campuslife/scholarship/k-smile.html
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「スポーツフェスティバル in 玉川 2025」

体育会サークル所属学生による様々なイベントを行いました

学生課 学生係学生支援センター

11月23日（日）、玉川キャンパスで「スポーツフェスティバル in 玉川 2025」が開催されま
した。このイベントは、主に小学生を対象に「大学と地域社会との交流」と「地域における共生
社会の実現」を目的として毎年行われています。

当日は、グラウンドや体育館で学生アスリートによるスポーツ教室や体験会など、体育会サー
クル所属学生による様々なイベントが行われ、参加者は多くの競技に挑戦しました（参加者318
人）。
また、大塚製薬㈱・スフィーダ世田谷・駒澤大学放射線同窓会（順不同・敬称略）の協賛のも

と、食や栄養について学べるブースや、ブラインドサッカー、骨密度測定、血管年齢測定などを
実施いたしました。

関連するSDGs

https://www.komazawa-u.ac.jp/news/event/2025/1127-18171.html
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駒澤大学公開講座 健康づくり教室

1984年より地域の皆様の健康増進のために開講しています

社会連携課（社会連携センター）学術研究推進部

本学では、大学における研究と教育の成果を広く社会に還元し、また大学の施設を開放するこ
とにより、地域の皆さまの健康増進の一助となることを目的として、1984年4月から「健康づく
り教室」を開講しています。
地域の皆さまのご要望によって新たに種目を取り入れるなど工夫を重ねながら、今日まで継続

しております。

2025年度の健康づくり教室

＜第1期＞
ジョギングコース 2025年 5月11日（日）～2025年 6月 8日（日）の日曜日 全4回
小学生の体操 2025年 5月11日（日）～2025年 6月 8日（日）の日曜日 全4回
ゴルフレッスン会 2025年 5月11日（日）～2025年 6月 8日（日）の日曜日 全4回

＜第2期＞
ジョギングコース 2025年 9月21日（日）～2025年10月19日（日）の日曜日 全4回
小学生の体操 2025年 9月21日（日）～2025年10月19日（日）の日曜日 全4回
ゴルフレッスン会 2025年 9月21日（日）～2025年10月19日（日）の日曜日 全4回

※各講座とも、2025年9月28日（日）を除く

＜第3期＞
ジョギングコース 2026年 1月18日（日）～2026年 2月 15日（日）の日曜日 全4回
小学生の体操 2026年 1月18日（日）～2026年 2月 15日（日）の日曜日 全4回
ゴルフレッスン会 2026年 1月18日（日）～2026年 2月 15日（日）の日曜日 全4回

※各講座とも、2026年2月1日（日）を除く

関連するSDGs

https://www.komazawa-u.ac.jp/social/lifelearning/kenkou/
https://www.komazawa-u.ac.jp/social/lifelearning/kenkou/
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コミュニティ・ケアセンターの取り組み

コミュニティ・ケアセンター

駒澤大学コミュニティ・ケアセンターでは、メンタルヘルス、対人関係、お子さんの発達・
教育などに関する問題や悩みについて心理的援助（カウンセリング、心理テスト等）を行って
います。

●コミュニティ・ケアセンター 第39回公開講座
【自分らしい子育てって？】
『アクセプタンス＆コミットメントセラピーとペアレント・トレーニングを知ってみよう』
《開催日時》12月6日（土） 14：00～15：30

講師：岡島 純子（駒澤大学文学部准教授）

なお、この講座は、「せたがやeカレッジ」にてご視聴いただけます。
※「せたがやeカレッジ」とは…

世田谷区内6大学（国士舘大学・昭和女子大学・成城大学・東京都市大学・東京農業大
学・駒澤大学）と世田谷区教育委員会が共同で運営する「生涯学習Webサイト」です。

関連するSDGs

https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/community-care-center/
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/community-care-center/koukaikouza/2025/1105-18042.html
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世田谷区ACPポスター活用

世田谷区ACP療養講座にてポスター展示

小野瀬拡ゼミナール経営学部

小野瀬ゼミナールでは、2023年度の駒大生社会連携プロジェクト「世田谷区ACP普及啓発のた
めのデザイン」の活動を継続的に実施しております。3年目となる本年度は、その活動の一環と
して、12月6日（土）に世田谷区立保健医療福祉総合プラザで開催された「在宅療養講座」にて、
新たに制作したACP普及啓発ポスターを掲示しました。これまでの作品も含め、多数の参加者の
皆様にご覧いただきました。

https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0108-18318.html
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駒澤大学旧図書館が国の登録有形文化財（建造物）登録

禅文化歴史博物館

現在、禅文化歴史博物館として利用されている旧図書館（禅文化
歴史博物館・耕雲館）は、1923（大正12）年の関東大震災により
一部が倒壊した初代図書館にかわって建築され、1928（昭和3）年
から2代目図書館として使用が開始されました。

同館は、関東大震災からの復興期に隆盛したライト風（式）建築の
第一人者とされる菅原榮蔵氏の設計による建物で、同氏の代表作の
一つに数えられています（森田錠三郎氏施工）。

この度、2025（令和7）年8月6日付官報（第1522号）の文部科学省
告示第63号において、「駒澤大学旧図書館（禅文化歴史博物館・
耕雲館）」が文化財登録原簿に登録されたことが告示されました。
これをもって、同建造物は正式に国の登録有形文化財（建造物）に
なりました。

7月1日（火）には、駒沢キャンパスで駒澤大学旧図書館（禅文化歴史博物館・耕雲館）の国の
「登録有形文化財（建造物）」登録決定記念式典が執り行われました。

この式典は、同館の文化財登録を記念するもので、永井政之導師のもと、仏式の記念法要が営
まれました。その後、村松哲文学長からの挨拶、代表者による焼香、ご来賓の紹介が行われ、最
後に、小川隆館長より、関係者への謝辞ならびに同館を通じ大学が社会へ貢献し、さらなる発展
を遂げていく展望が語られました。

参照：
駒澤大学旧図書館（禅文化歴史博物館・耕雲館）が国の登録有形文化財（建造物）登録決定

関連するSDG

https://www.komazawa-u.ac.jp/topics/2025/0818-17677.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/topics/2025/0818-17677.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/event/2025/0707-17507.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/event/2025/0707-17507.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/topics/2024/0323-17045.html
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禅・仏教の文化・歴史を広く世界に向けて公開

学芸員養成に資する場としても教育研究活動に貢献しています

禅文化歴史博物館

駒澤大学禅文化歴史博物館は、本学の特色を活かした禅（仏教・宗教）の文化、歴史を中心と
する博物館とし、一般公開することにより、地域社会のみならず、広く世界へ向けて大学の情報
を発信する基地としての役割を担っています。
また、学芸員資格取得希望者を抱える本学博物館学講座に協力し、講座・実習の充実を図り、

本学の特色を活かした優秀な学芸員を社会に送り出すための教育研究を実践しています。

2025年の展示・催事
（2025.1/8～1/31） 禅林歳時記「禅寺の正月」
（2025.1/30～1/31） 『正法眼蔵辨註』版木保存作業
（2025.2/15～2/28） 特別公開「大涅槃図」
（2025.2/15） 第44回禅博セミナー

「太田治兵衛と本学大涅槃図が紡いだ250年の物語」
（2025.3/26～4/8） 春季特別公開「正法眼蔵嗣書」・花まつり
（2025.4/7～7/31） 特集展29 大学昇格100周年記念展「曹洞宗大学から駒澤大学へ」
（2025.5/12～7/31） 有形文化財(建造物)登録記念企画展「大正モダン 復興の図書館」
（2025.7/1） 「駒澤大学旧図書館」国の有形文化財（建造物）登録記念式典

有形文化財(建造物)登録記念セミナー
「建設から営繕へ -駒澤大学 耕雲館･洋館…- 」

（2025.7/2～7/30） 禅林歳時記「精霊棚（お盆飾り）」
（2025.7/4・7/7） ふれあい七夕まつり2025
（2025.7/19～7/29） 夏休み子どもぜんぱく
（2025.7/19～7/30） 夏の特別企画 学芸員とめぐる「禅の世界」開催8日程
（2025.10/6～11/15） 没後60年企画展

「澤木興道老師と駒澤大学～只管打坐と行雲流水を貫いた禅僧～」
（2025.10/13～2026.3/31） 大学史展示30「大内青巒と修証義」
（2025.10/29） 第46回禅博セミナー

「駒澤大学に坐禅の授業を始めた澤木興道という人」
（2025.10/1～10/31） 禅林歳時記「達磨忌」
（2025.11/20） 第17回 ふれあい禅寺めぐり「臨済宗円覚寺」
（2025.11/26～12/20） 第19回駒澤大学博物館学講座企画展「七福神と江戸時代の文化」
（2025.12/8） 第40回禅博実践セミナー「臘八坐禅」
（2025.12/15～2026.3/31） わくわくぜんぱく探検ジャー！

禅文化歴史博物館の活動の詳細は以下のホームページ・SNS等をご参照ください。
公式ホームページ：禅文化歴史博物館
Google Arts ＆ Culture：駒澤大学禅文化歴史博物館（日本語版）
公式YouTube：禅博チャンネル
公式X（旧Twitter）：@zenpaku2002
公式インスタグラム：ZENスタグラム

関連するSDGs

https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/overview/museology-lecture.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/
https://artsandculture.google.com/partner/the-museum-of-zen-culture-and-history-komazawa-university
https://www.youtube.com/channel/UClSs4GuoaRxaBHsDrozdaLQ
https://twitter.com/zenpaku2002
https://www.instagram.com/zenpaku2002/
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夏休み 子どもぜんぱく

「子どもぜんぱくぬりえ展」も開催しました

禅文化歴史博物館

7月19日（土）から29日（火）まで、禅の博物館である「ぜんぱく」を
身近に感じていただけるよう、「夏休み子どもぜんぱく」を開催しました。
期間中は、「ぜんぱくぬりえ」、「ぜんぱく浮世絵すり絵体験」、

「わくわくぜんぱく探検ジャー」といったイベントを行い、多くのお子様に
挑戦していただきました。

また、9月16日（火）から11月2日（日）までの期間には、小学生の皆様が
描いた素晴らしい作品を紹介する「子どもぜんぱくぬりえ展」を開催し、
たくさんの力作をご覧いただきました。

関連するSDGs

わくわくぜんぱく探検ジャー！

世田谷区教育委員会の事業に協力しています

禅文化歴史博物館

「わくわくぜんぱく探検ジャー！」は、禅文化歴史博物館マスコット
「しし君」と一緒に館内を探検しながらクイズに挑戦し、楽しみながら
禅や仏教について学ぶことができるイベントです。
2025年度の開催期間は2025年12月15日（月）から2026年3月31日（火）で、

小学生・中学生を対象として開催しています。

このイベントは、世田谷区教育委員会「わくわくウィンタープラン2025
-2026」への協力事業として行うものです。

関連するSDGs

https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/overview/event/visiting-temples/2025/0528-17355.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/overview/event/2025/0911-17781.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/overview/event/2025/1125-18154.html
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学校法人駒澤大学フェローによるトークイベント

広報戦略室

学校法人駒澤大学では、広く一般の方に高い教養の学びの場を提供し、社会に資するため、
学校法人駒澤大学フェロー制度により任命されたフェローによる講演会・トークイベントを実
施しています。今年度は、駒澤大学陸上競技部総監督でもある大八木弘明フェローが、陸上競
技部監督時代の教え子を迎え、夢を追い続けることの大切さをテーマとしたトークイベントを
開催しました。当日は433名が参加し、駅伝ファンの皆様の他、学生、卒業生、近隣住民の方、
若者の教育に携わる方、親子連れ、企業でチームを率いる方など、様々なお立場でご聴講いた
だきました。

＜学校法人駒澤大学フェロートークイベント2025＞

「師弟対談 夢を追い続ける力」

日 時：2025年9月22日（月）18：00～19：30
会 場：駒沢キャンパス 記念講堂
登壇者：大八木 弘明 氏 （学校法人駒澤大学フェロー）
ゲスト：前田 康弘 氏 （國學院大學陸上競技部監督）

髙林 祐介 氏
（立教大学体育会陸上競技部男子駅伝監督）

Ｍ Ｃ：三上 高史（Ｍ 高史) 氏 （ものまねアスリート芸人）
※ゲスト・ＭＣともに本学陸上競技部卒業生

関連するSDG

https://www.komazawa-u.ac.jp/news/event/2025/0926-17837.html
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駒澤大学公開講座

社会連携課（社会連携センター）学術研究推進部

駒澤大学では、大学における研究と教育の成果を広く社会に還元し、教養と文化の向上に寄与
することを目的として、公開講座を開講しています。

前期公開講座

対面講座
4月5日（土） 【道元の思想と表現】

講師：頼住 光子（仏教学部 仏教学科 教授）

5月10日（土）【現代家族を読み解く －変容する家族のかたちを考える－】
講師：松信 ひろみ（文学部 社会学科 教授）

6月7日（土） 【日本の出版文化のおもしろさ －絵本を中心に－】
講師：内藤 寿子（総合教育研究部 日本文化部門 教授）

7月12日（土）【江戸の捨て子と江戸で彷徨う旅人】
講師：中野 達哉（⽂学部 歴史学科 教授）

オンデマンド配信講座
4月講座 【「般若心経」を読む】（2023年度後期講座 再配信）

講師：吉村 誠（仏教学部 仏教学科 教授）

5月講座 【忙しい人のためのドイツ文学入門】
講師：吉中 俊貴（総合教育研究部 外国語第二部門 教授）

6月講座 【働きやすい職場を作るリーダーシップ】
講師：日野 健太（経営学部 経営学科 教授）

7月講座 【宋代禅僧の日常 －禅宗儀礼を中心に－】
講師：小早川 浩大（仏教学部 禅学科 非常勤講師）

関連するSDGs

https://www.komazawa-u.ac.jp/social/lifelearning/kokai/kako.html
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駒澤大学公開講座

社会連携課（社会連携センター）学術研究推進部

後期公開講座

対面講座
10月4日（土） 【インドの多様性 －宗教と食－】

講師：三代 舞（仏教学部 仏教学科 講師）

11月15日（土）【初めて学ぶ著作権法 －SNSやWebサイトで情報発信するための基本ルール－】
講師：小嶋 崇弘（法学部 法律学科 准教授）

12月20日（土）【江戸日本橋の架橋と江戸周辺地域】
講師：菅野 洋介（文学部 歴史学科 准教授）

1月24日（土） 【バレーボール観戦力養成講座 スポーツをもっと気軽に、もっと身近に】
講師：鈴木 淳平

（総合教育研究部 スポーツ・健康科学部門 教授）

オンデマンド配信講座
10月講座 【非暴力の道 －ジャイナ教入門－】

講師：堀田 和義（仏教学部 仏教学科 講師）

11月講座 【文化とグローバリゼーションの20世紀からの中・長期的展望】
講師：川崎 賢一（駒澤大学 名誉教授）

12月講座 【事故と損害賠償】
講師：青野 博之（駒澤大学 名誉教授）

1月講座 【食べることは生きること！―日本の食と農を考えるー】
講師：三浦 佳子（経済学部 商学科 非常勤講師）

河原林 孝由基（経済学部 経済学科 非常勤講師）

関連するSDGs

https://www.komazawa-u.ac.jp/social/lifelearning/kokai/kako.html
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夏休みこどもアカデミー2025

「放射線と防護材の相性を学ぶ！科学×カードゲーム講座」

社会連携課（社会連携センター）学術研究推進部

7月30日（水）に深沢キャンパスにて、「夏休みこどもアカデミー2025」を開催しました。

このプログラムは夏休みを迎えた小学生向けに地域貢献の一環として無料で開講したもので、
事前に応募いただいた小学生とその保護者の方々にご参加いただきました。

今回は医療健康科学部の 村田 渉 講師が、「放射線と防護材の相性を学ぶ！科学×カード
ゲーム講座 － 放射線お化けから身を守ろう！－」と題して、放射線の種類（α線・β線・γ線
など）やその性質、そしてそれぞれに適した防護材（紙・アルミニウム・鉛・水など）との相性
について講演しました。

講演後には、駒澤大学ラジエーションサークルのオリジナルカードゲーム「放射線お化けから
身を守ろう！」を使い、「令和7年度 駒大生社会連携プロジェクト」に採択されたRED-RINGプロ
ジェクトの協力学生たちと一緒に遊びながら放射線に関する正しい知識と防護の基本を学んでい
ただきました。

関連するSDG

https://www.komazawa-u.ac.jp/news/social/2025/0904-17687.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/social/about/komadaiproject/socialproject/sp-2025/
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東京都世田谷区奥沢城跡測量調査

考古学専攻文学部歴史学科

「考古学発掘実習Ⅰ」の一環として世田谷区と協力し、5月26日(月)から6月7日(土)の期間、
奥沢城跡の土塁の測量調査を実施しました。

奥沢城跡は中世に築かれた居館で、
世田谷区指定史跡になっています。

参加した学生は主体的に測量調査に
取り組み、測量した土塁の形状など
特徴を記録することができました。

関連するSDG

埼玉県毛呂山町大類古墳群測量調査

考古学専攻文学部歴史学科

「考古学発掘実習Ⅰ」の一環として毛呂山町と協力し、8月31日(日)から9月7日(日)の期間、
埼玉県入間郡毛呂山町にて大類古墳群（おおるいこふんぐん）の測量調査を実施しました。

今回は大類23・24・25・27号墳の
調査を実施し、古墳の形や規模、
築かれた年代などについて調査を
行いました。

関連するSDG

https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0613-17431.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0910-17773.html
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駒澤大学公開講演会

「ムスタン・トルポ地域の遺宝」を開催しました

仏教学部

11月26日（水）、駒沢キャンパスにおいて駒澤大学公開講演会「ムスタ
ン・トルポ地域の遺宝」を開催しました。本学教職員・学生、および一般
の方々を対象とし、対面とオンライン併用のハイブリッド形式で行いまし
た。
海外から2名の講師の先生をお招きし、それぞれ、Christian Luczanits

先生（ロンドン大学）には「ムスタン地方の仏像―ナムギェル僧院什宝の
位置―」、 Markus Viehbeck先生（ウィーン大学）には「大蔵経成立以前
の聖典集成―トルポ地方の初期チベット密教文献群―」と題してご講演い
ただきました。最新の研究成果について豊富な画像資料とともにご紹介い
ただきました。

関連するSDG

放射線画像の解析技術を競う大会

「第7回ブラックボックスコンテスト」を開催しました

近藤 啓介医療健康科学部

JSPS科研費 JP21K12162「診療放射線技師教育における課題解決型の教育コンテンツと教育用
ファントムの開発」で研究開発した内容をもとにブラックボックスコンテストを開催しました。
このコンテストは、Ｘ線画像の画像解析技術を競う大会で、専門知識を利用した創造力や考察
力、そしてチーム力を育成することを目的としています。
今回の大会（2025年3月28日）では、2大学7チームが参加しました。優勝チームは120点満点

中116点の高得点を出しました。年々参加チームのレベルが上がっているようです。
また、株式会社ジャパンコンサルタントアンドメディカルサービスより1位から3位のチーム

には、副賞のQUOカードを提供していいただきました。

関連するSDG

https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1121-18134.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1121-18134.html


25

サイエンスアゴラ2025（主催：科学技術振興機構）

体験型ブース「医療X線画像の仕組みを考えよう!」を出展しました

近藤啓介医療健康科学部

JSPS科研費 JP21K12162「診療放射線技師教育における課題解決型の教育コンテンツと教育用
ファントムの開発」の成果をもとに、小学5・6年生、中学生、高校生の皆さんが、直に見る、
聞く、触れることで科学の興味深さや面白さを体験してもらう目的で、サイエンスアゴラ2025
（2025年10月25～26日）に体験型ブース「医療X線画像の仕組みを考えよう!」を出展しました。
小学5・6年生にも理解できるように簡略化した教材を作成しました。Ｘ線の吸収率が異なる

立方体ブロックが3種類あります。わかりやすく種類ごとに黄色・青色・橙色を付けてあります。
これを縦横高さが各2個となる黒い箱に入れて、上面。正面・側面からＸ線撮影をします。得ら
れたＸ線画像を解析して、どこに何色のブロックが入れられたかを解析してもらいました。
2日間で182名の方に体験いただきました。ブースに来ていただきお話しした方も含めると300

人以上になります。
Ｘ線画像解析の体験を通して、「病院で何故に複数方向から撮影するのかの理由がよく分

かった。」など医療Ｘ線の仕組みや面白さが伝えられた有意義な出展となりました。

関連するSDG

上面 正面 側面
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2025年放射線教材コンテスト（主催：日本科学技術振興財団）

優秀賞と全国小学校理科研究協議会特別賞を受賞しました

ラジエーションサークル

「ラジエーションサークル」の学生チーム（医療健康科学部の1・2年生6名、指導教員：医療
健康科学部 近藤啓介・村田渉）が、「2025年度放射線教材コンテスト」にて優秀賞と全国小
学校理科研究協議会特別賞を受賞しました。また、2025年12月27日（土）の放射線教育発表会
にて開発教材の実演発表を実施しました。
作品名は「がんを撃退！色の重なりでわかる治療シミュレーション」で、放射線治療の仕組

みを体験できる教材になります。放射線治療において体の中の癌だけに放射線を照射し、大事
な部位には出来るだけ放射線を照射しないように、放射線の照射の仕方を考えることができる
体験型教材になっています。
ラジエーションサークルとしては、同コンテストにおいて、2022年は2チームが受賞（最優秀

賞と優秀賞）、2023年は1チームが受賞（最優秀賞）、2024年は1チームが受賞（最優秀賞）し
ており、4年連続の受賞となります。過去の受賞作品は、実際に学校で教材として利用されてい
ます。

関連するSDG
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「生理を理解しようとするセミナー・生理痛VR体験会」

学生支援推進課 学生支援推進係学生支援センター

11月24日（月）に駒沢キャンパス種月館（3号館）にて、学生および教職員を対象とした「生
理を理解しようとするセミナー・生理痛VR体験会」を開催しました。

本学の学校医である松本純子医師が、生理に関する
認識、周期、ホルモン変化、症状や病気、影響や損失、
低用量ピルなどの対処方法、関連制度、社会の取組み
などについて、データを用いて解説しました。
また、大阪ヒートクール株式会社製の生理痛VR体験

デバイス「ピリオノイド」を使用した体験会も実施し、
学生や教職員が34人（対面：学生17人、職員：8人／
オンライン：9人）が生理痛を擬似体験し、参加者の多
くは男性でした。

本学は2021年度から生理用品の支援を継続しており、企業の協力を得て生理用ナプキンの無料
配布や、学内トイレへの無料ディスペンサー「OiTr（オイテル）」の設置を行ってきました。こ
れらの支援を通じて、経済的困窮だけでなく「周囲からの無理解」といった課題解決にも取り組
んでいます。
イベントでは、家族やパートナー、同性・異性の理解や、働く女性が能力を最大限発揮する事

のできる職場環境づくりのためなど、生理について意欲的に理解する姿が多く見られました。性
差や個人差に関わらず、ジェンダー平等の実現を目指す前向きな機会となりました。

共催：ダイバーシティ推進委員会

関連するSDGs
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Tokyo Pride 2025

文学部社会学科の松信ゼミがボランティア参加しました

松信ひろみゼミナール文学部

文学部社会学科の松信ひろみゼミが、6月7日（土）・
8日（日）に代々木公園イベント広場で開催された
「Tokyo Pride 2025」にボランティアとして参加しました。

ゼミ生たちは、本部の公式グッズ販売やアンケート、
パレード誘導などの活動に加え、世田谷区ブースで
チラシ配布なども担当しました。さらに、同ブースでは、
松信ゼミが取り組む世田谷区内の小中学校向けLGBTQ
出前講座の活動も紹介されました。

関連するSDGs

LGBTQ+についての出前講座

文学部社会学科の松信ひろみゼミの4年生が講座を行いました

松信ひろみゼミナール文学部

9月26日（金）に文学部社会学科の松信ひろみゼミの4年生が、世田谷区内の小学校でLGBTQ+に
ついての出前講座を行いました。
当日は6年生の2クラスそれぞれの教室で自作の資料を使って

講座を行いました。資料は昨年度3年次の演習で行った多くの
LGBTQ+当事者の方へのインタビュー調査に基づいて作成したもの
です。4年生のゼミ生にとっては、小学生を対象とした教室での
講座は初めての経験であり、学生には緊張も見られましたが、
休み時間には児童の皆様と交流するなど、和やかな雰囲気の中で
講座を行うことができました。
児童の皆さまや先生方からは大変分かりやすいお話だったと好評をいただきました。

関連するSDGs

https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0610-17418.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0930-17861.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0930-17861.html
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「ジェンダー論」

社会学のフレームワークで「性差」と社会構造を問い直しました

松信ひろみ文学部

この授業では、現代社会における諸現象を「ジェンダー」という独自の視点から読み解く試み
を行いました。ジェンダーの視点で社会を捉えることは、単に女性に関する差別や問題を扱うだ
けではなく、男女という「性差」の観点から社会構造そのものを問い直すことに繋がります。
具体的には、家庭や職場における性役割の固定化や、有償労働と無償労働の偏りといった現状

を分析しました。さらに、ファッションや言葉などの文化、メディア、スポーツといった身近な
事例を通じ、社会の多様な側面に潜むジェンダーの問題について考察を深めました。
また、SDGsのゴール５「ジェンダー平等を実現しよう」のみでなく、その他のゴールにおいて

も「ジェンダー平等」に関連する多くのターゲットが含まれていることを検討し、SDGsにおける
「ジェンダー平等」の視点と重要性について確認しました。
講義では各受講生が関心を持ったテーマに関して研究報告を行うなどアクティブ・ラーニング

を取り入れ、双方向の対話を通じて学生が自ら課題に気づき、解決に向けて主体的に行動できる、
社会学的な複眼的思考力と正しい知識を習得する機会となりました。

関連するSDG



30

202５（令和７）年度 駒澤大学省エネルギーへの取組み

管財部

2025（令和7）年度 駒澤大学省エネルギーへの取り組み
駒澤大学では、国および東京都より省エネルギーの継続的な取り組みを求められています。

省エネルギー企画推進委員会で承認された省エネルギー対策に大学全体で取り組んでおります。

1.2025（令和7）年度 今夏の省エネルギー対策

2.2025（令和7）年度 今冬の省エネルギー対策

3．通年実施の省エネルギー対策
１年を通して省エネルギー対策を継続的に実施し、個々人の意識的な参加が必要な取り組みに

ついて、大学全体に共有することで教職員・学生に理解を促す。

関連するSDGs

「数値目標を伴わない省エネ」に取り組む。目的

6月1日（日）～9月30日（火）の平日期間

9時～20時時間

「数値目標を伴わない省エネ」に取り組む。目的

11月1日（土）～4月30日（木）の平日期間

9時～20時時間
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障がいのある学生を対象とした就職支援

障がい者手帳の有無は不問です

就職１係キャリアセンター

就職活動を考えている障がいのある学生に向けたイベントを開催しました。

1．障がい学生のための就職ガイダンス
日時：2025年1月10日（金）16:20～17:50
形式：対面（3号館3-804）またはオンライン
内容：ハローワーク職員による就職活動の進め方や準備のポイントを解説

2．障がい学生採用側のホンネ～企業と考える就活と働き方～
日時：2025年2月7日（金）14:40～16:10
形式：オンライン（ZOOM）
内容：電通グループ、日本IBMの採用担当者によるパネルディスカッション

質疑応答

3．心身に不安がある学生・障がいのある学生のための就職ガイダンス
●第１回ガイダンス
日時：2025年7月1日（火）14:40～17:50
場所：3号館3-306
対象：全学年
講師：株式会社サーナ
概要：講師による講演と個別相談

・障がい者雇用制度と雇用率について
・就職活動のスケジュールについて
・障がい学生向けのインターンシップについて
・自己分析について
・一般採用と障がい者採用について
・企業の具体的な配慮事例について

●第２回ガイダンス
日時：2025年11月28日（金）14:40～17:50
場所：3号館3-306
対象：全学年
講師：ウェルビー株式会社
概要：講師による講演と個別相談

・障がい者雇用制度と一般採用のちがい
・自己理解（自分の特性をどう企業に伝えるか）
・事例紹介（企業は実際にどんな配慮をしているか）
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留学生を対象とした就職活動支援

在留資格を持つ留学生対象

就職１係キャリアセンター

在留資格を持つ留学生向けの就職ガイダンスを開催しました。
留学生が日本で就職活動を行う上で重要な情報を説明するほか、
現時点で進路が未定でも、ビザの切り替え等についても説明しました。

日程：2025年5月27日（火）4時限（14:40～16:10）
場所：3号館3-306
対象：全学年

（学部3・4年生、修士1・2年生は原則参加必須）
概要：・在留資格について

・日本での就職活動について
・留学生向け求人票の注意点 など

講師：東京外国人雇用サービスセンター
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ダイバーシティ推進企画 「駒澤大学Colors of Campus」

ロゴを定め、学内の多様性に焦点を当てた研修を部署横断的に実施

学生支援推進課・学生支援相談課学生支援センター

2025年11月に、新たな研修企画群として、駒澤大学ダイバーシティ推進委員会との共催によ
り「駒澤大学ダイバーシティ月間 ～ Colors of Campus」を開催しました。

本学は、「駒澤大学ダイバーシティ推進に関する基本方針」に則り、包括的で多様性を尊重す
る社会の実現を目指しています。この目標を、より深く実践的なものとし、多様な背景を持つ学
生・教職員が互いを理解し尊重しあえる魅力あるキャンパスの実現を目指して、学内の多様性に
焦点を当てた企画・研修を部署横断的にひとつの企画群としてとりまとめ、「駒澤大学ダイバー
シティ月間 ～ Colors of Campus 」として開催しました。
開催にあたっては、ひとつのテーマによってとりまとめられた企画群である

ことを示すために「駒澤大学Colors of Campus」のロゴを定め、周知・広
報に活用できるようにしました。この「駒澤大学Colors of Campus」では、
「Colors」を「多様性」を意味するものとしており、右のロゴは「多様性」
「調和」「希望」「前向きな変化」「未来への挑戦」を表しています。

【2025年度秋季「駒澤大学ダイバーシティ月間 Colors of Campus」企画／11月開催分】
①グローバルサロン（国際センター）
交換留学生と駒大生が集まり、様々なトピックを好きな言語で話せる場。異文化交流を支援。

②車椅子体験会（学生支援センター）
身体的障がいに対する理解促進とキャンパス内のアクセシビリティの意識向上。

③聴覚障がい体験会（学生支援センター）
コミュニケーションにおける障壁の理解と、聴覚障がい学生への適切な支援方法の習得。

④視覚障がい体験会（学生支援センター）
視界や光を遮断するアイマスクを使用し障壁を理解。

⑤生理を理解しようとするセミナー・生理痛VR体験会（学生支援センター）
ジェンダーギャップ、ジェンダーヘルスケアの知識習得と、性差・個人差に基づく配慮の推進。

⑥心や体に不安がある学生、障がいを有する学生向け 就職活動の進め方（キャリアセンター）
外部講師を招聘した障がい学生支援ガイダンス。職業選択の機会とスキル獲得を支援。

⑦学生支援という視点からみた精神・発達障害（学生支援センター）
実例に則った学部等別の教員向け研修を開催。

⑧ともに学ぶキャンパスをつくる～ノートテイクから始まるピアサポート（学生支援センター）
ピアサポーターの活動内容を紹介し、次期ピアサポーター養成のための体験会を学生に案内。
「ともに学ぶとは？」をテーマに、障がい学生、ピア学生の対話形式のセッションを実施。

⑨講演会「違いを楽しみ、力にかえる」（学生支援センター）
羽衣国際大学教授 にしゃんた氏を招聘し、多文化共生をテーマに、新たな豊かさや活力を生
み出す、価値観の多様性について講演。

関連するSDGs
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学生サポートワークショップ

車いす・聴覚障がい・視覚障がい体験会、トークセッションを実施

学生支援推進課・学生支援相談課学生支援センター

「学生対応の質向上」を目的とする「学生サポートワークショップ」として、2025年11月には
車いす体験会、聴覚障がい体験会、視覚障がい体験会、障がい学生とピアサポート学生のトーク
セッション（ともにまなぶキャンパスをつくる～ノートテイクから始まるピアサポート）を開催
しました。教職員・学生を対象とし、延べ45名が参加しました。

本ワークショップでは、本学の障がい学生支援コーディネーターによる支援制度や合理的配慮
に関する説明に加え、各種障がいの疑似体験を実施しました。また、障がい学生支援を利用して
いる学生と、支援に携わるピアサポート学生によるトークセッションを通じて、障がい学生の学
生生活の実際や、大学における合理的配慮のあり方について理解を深める機会となりました。
これらの取り組みを通じて、教職員および学生が障がい学生支援を自分事として捉え、同じ

キャンパスでともに学ぶための視点や対話の重要性を共有する機会を提供することができました。

①車いす体験会
日時：2025年11月5日（水） 場所：駒沢キャンパス内
講師：坂田 侑奈 氏（障がい学生支援コーディネーター）
車椅子貸与協力：社会福祉学専攻・教職課程部門・禅文化歴史博物館
参加者数：16人（教職員13、学生3）

②聴覚障がい体験会
日時：2025年11月6日（木） 場所：駒沢キャンパス種月館（3号館）教場
講師：坂田 侑奈 氏（障がい学生支援コーディネーター）
参加者数： 9人（教職員8、学生1）

③視覚障がい体験会
日時：2025年11月13日（木） 場所：駒沢キャンパス種月館（3号館）教場
講師：坂田 侑奈 氏（障がい学生支援コーディネーター）
参加者数：10人（教職員8、学生2）

④トークセッション：ともにまなぶキャンパスをつくる～ノートテイクから始まるピアサポート
日時：2025年11月12日（水） 場所：駒沢キャンパス種月館（3号館）教場
発表者：障がい学生2人・ピアサポート学生4人
参加者数：10人（教職員8、学生2）

関連するSDG
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令和7年度ダイバーシティ研修開催

テーマ： 「学生支援の視点から見た精神・発達障がい」

学生支援推進課・学生支援相談課学生支援センター

駒澤大学ダイバーシティ推進事業の一環として、駒澤大学ダイバーシティー推進委員会と学生
支援センターとの共催による「駒澤大学ダイバーシティ月間 ～ Colors of Campus」を企画し、
その一環として、令和7年度ダイバーシティ研修会を実施しました。

支援ニーズの高い精神・発達障害について、全学的支援体制を再確認し効果的な支援を提供す
るため「学生支援の視点から見た精神・発達障害」をテーマに学部等の単位で開催しました。

テーマ：「学生支援の視点から見た精神・発達障害」

概 要：身体の障害に比べ外見上わかりにくさがあるゆえに、本人の困難さが伝わりにくく、
周囲には理解できないという事態が生じやすい。一方、行動や発言には独特なものも
あり、場合によっては奇異さが際立ち他の学生に負の影響を及ぼすことも少なくない。
このような精神・発達障害について、学生支援という視点からその特徴、病態、行動・
思考様式などをとらえ、学生生活にどのような支障が生じ得るのか、その支障にどの
ように対応していくのが好ましいのか、認識を共有する。

講 師：学生支援センター(学生支援相談室)カウンセラー 渡邊 浩司 氏

対 象：専任教員(全学部対象)

実施日：2025年 7月 8日（火） グローバル・メディア・スタディーズ学部
2025年11月21日（金） 経営学部
2025年12月12日（金） 法学部
2025年12月18日（木） 文学部
2026年 1月15日（木） 医療健康科学部
2026年 1月21日（水） 総合教育研究部
2026年 2月10日（火） 仏教学部
2026年 2月13日（金） 法科大学院
2026年 2月16日（月） 経済学部

関連するSDG
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令和7年度ダイバーシティ講演会

テーマ： 違いを楽しみ、力にかえる

学生支援推進課・学生支援相談課学生支援センター

駒澤大学ダイバーシティ推進事業の一環として、駒澤大学ダイバーシティー推進委員会と学生
支援センターとの共催による「駒澤大学ダイバーシティ月間 ～ Colors of Campus」を企画し、
その一環として、令和７年度ダイバーシティ講演会を実施しました。
講演会には多数の学生・教職員が参加し、学生からは講師の貴重な体験から語られる「違い」

を聞くことにより、「『違い』という言葉に持っていたネガティブなイメージが変わった。」な
どの感想が寄せられました。

テーマ：「違いを楽しみ、力にかえる」

講 師：にしゃんた氏
(ダイバーシティスピーカー(多様性の語り部）
博士（経済学）・羽衣国際大学教授・タレント)

対 象：駒澤大学 学生・教職員

実施日：2025年11月28日(金) 15:00～16:20

開 場：駒澤大学 駒沢キャンパス種月館 種月ホール
(3号館410教場)

関連するSDG
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障がい学生支援ピアサポーター

「ピアサポーター（情報保障）」オープンバッジの発行を開始しました

学生支援相談課学生支援センター

関連するSDG

障害学生支援のピアサポーターに対し、オープンバッジの発行を開始しました。詳細は以下のと
おりです。

発行名称：「ピアサポーター（情報保障）」 Peer Supporter(Information Accessibility)

発行条件：障害に関する知識とパソコンノートテイクに必要な技術を身につけ、聴覚障害学生への
情報保障を目的としたパソコンを利用した活動に参加した。本バッジ取得に認められる
技能は次のとおりとする。

• 2021年度改正「障害者差別解消法」の内容並びに障害による社会的障壁を取り除
くための合理的配慮の提供について理解した。

• 講義等の音声情報を文字情報に変換し、聴覚障害のある学生へ情報を提供する活
動に参加し、タイピングスキルとパソコンノートテイクに必要な技能を修得した。

• 障害のある学生の支援活動に参加することで、「情報保障に必要な技術」のほか
に、「コミュニケーション能力」「協調性」「責任感」「主体性」が身についた。

取得条件：パソコンノートテイクに関する練習会や講座に参加し、情報保障に必要な基礎知識と
パソコン技能を身につける。
複数人による連携入力技能や十分なタイピングスキルを修得したうえで、駒澤大学の
正課授業におけるパソコンノートテイク実務経験がある。

「合理的配慮のための情報保障プログラム」

駒澤大学の主催する講座等に参加し、障害者に対する合理的配慮の概念を理解する。
To understand the concept of reasonable accommodation for persons with disabilities by attending classes, etc. organized by 

Komazawa University.

聴覚障害に関する知識（情報保障の必要性、聞こえのしくみと聴覚障害の原因、聴覚補償）を
学び、聴覚障害者とのコミュニケーションを円滑にできる。
To learn about hearing loss (the need for information security, how hearing works and the causes of hearing loss, and hearing

compensation) to facilitate communication with people with hearing loss.

パソコンノートテイク練習会に出席し、情報保障に必要な技術を身につける。
To attend computer note-taking practice sessions to acquire the skills necessary to guarantee information accessibility.

駒澤大学で前期または後期の半年間、正課授業でパソコンノートテイクを行う。
To serve as a PC note taker in a regular class at Komazawa University for 6 months, either in the first or second semester.

https://www.komazawa-u.ac.jp/campuslife/support/peer-support/
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新しい時代に通用する国際感覚を！

国際センター

本学は、持続可能な社会の実現に貢献するグローバル人材の育成を目指しています。現在、世
界19カ国・地域の大学と国際交流協定を締結しており、2025年度には新たに9校と協定を結び、
そのネットワークは計48校に拡大しました。

多様な文化や価値観を尊重し合う相互の信頼関係を礎に、交換留学や短期語学セミナーといっ
た学びの場を創出することで、国境を越えた慈悲の心を育み、国際的な教育・研究協力を推進し
ています。

関連するSDG

https://www.komazawa-u.ac.jp/campuslife/international/exchange-agreement.html
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10月28日（火）～30日（木）の期間、駒沢キャンパスで体験型防災イベント「駒大防災ハロ
ウィン」を開催しました。
このイベントは、参加者の防災意識を高めることを目的としています。学生や教職員だけでな

く、地域住民の方々にも広く参加いただき、普段は非公開の大学防災庫のツアーや防災に関する
体験を提供しました。今回は企業（能美防災）や自治体（世田谷区）の協力のもと、「駒大防災
庫バックヤードツアー」「炊き出し訓練」「防災体験」「防災VR体験」「救急救命体験」の5つ
のアトラクションを用意しました。

参加人数は延べ1,688人となり、当日はフジテレビの取材を受け、夕方の報道番組で生中継も
行われました。参加者からは「防災倉庫を見学でき、私の通う大学にはこんなにしっかり備えが
あるんだと思いとても頼もしい」「保管期限後の非常食を無料で手に入れることが出来て、嬉し
かった」「消火器の使い方を知らなかったが、初期消火で知ることができた」「火事の煙の恐ろ
しさを知った。もしものことに備えようと本気で思った。同時にこのような現場の第一戦にある
消防士さんには頭が上がらないなとも感じた」「このように経験することにより、実際に災害が
起きた際に落ち着いて対応できるのかなと思った」「人生初のアルファ米だったがとても美味し
かった」「心臓マッサージのシュミレーションがモニターで視覚的に見やすかったのでフィード
バックもしやすかった」といった感想が寄せられ、防災意識を高める有意義な機会となりました。

体験型防災イベント「駒大防災ハロウィン」

学生支援推進課 学生支援推進係学生支援センター

関連するSDGs

https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1020-17968.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1020-17968.html
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法学部の内海麻利ゼミナールは、2023年度より世田谷地域「地域交流ラボ」に継続的に参加し、
防災についての研究を深め、進化系防災訓練「防災コミュニティラボ」を開催する等、地域防災、
地域活性化に貢献しています。

この度、その活動の成果が認められ、東京消防庁が主催する2025年度の「第22回地域の防火防
災功労賞」において、「優良賞（方面本部長賞）」を受賞しました。この賞は、地域防災力の向
上に顕著な貢献をした団体に贈られるものです。今年度応募のあった65例の中から、世田谷区と
連携して取り組む「地域防災リーダー育成プログラム」の一環である、「進化系防災訓練『防災
コミュニティラボ』〜地域の人たちと進化する防災訓練〜」の活動が高く評価され、受賞が決定
しました。

「防災コミュニティラボ」は、楽しく頭と体を動かして防災意識を
高める取り組みであり、参加者同士が交流し、絆を深められること
から、地域コミュニティの希薄化への対策や防災訓練への参加率の
改善にも役立つ活動として、世田谷区と協力して実施してきました。

2025年度の進化系防災訓練「防災コミュニティラボ」は、10月24日
（金）に開催され、当日は、駒沢小学校4年生の授業の一環として、
学生が企画した「防災競技」（災害時に役立つ行動を実践する）、
「防災クイズ」（クイズを通じて身近な防災知識を身に付ける）、
「防災すごろく」（災害時に大切なことやとるべき行動を知る）
という3つの種目を実施しました。

法学部内海麻利ゼミナールが世田谷地域「地域交流ラボ」に継続参加

「防災コミュニティラボ」を主宰し、地域活性化に貢献しています！

内海麻利ゼミナール法学部

関連するSDGs

https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/1002-17880.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/1002-17880.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/1110-18069.html
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駒大生社会連携アイデアコンテストは、本学と関わりのある企業や組織から発せられた社会的
課題について、本学の学生が若者ならではの自由闊達な想像力と本学で学んだ知識を活かして、
サステナブル（持続可能）な解決策を提案し、価値共創への参画を試みようとする事業です。

「令和7年度 駒大生社会連携アイデアコンテスト」は、共催企業である東急電鉄株式会社と
本学が、持続可能な社会への貢献、特に駒沢の地を中心としたまちづくり、未来づくりに寄与
することを期待して、「地域のポテンシャルを最大限に引き出す新たな移動創出のアイデア」を
テーマに開催しました。

田園都市線池尻大橋駅～用賀駅のリニューアルプロジェクトである
「Ｇｒｅｅｎ ＵＮＤＥＲ ＧＲＯＵＮＤ」の第1弾として2025年3月31
日（月）にリニューアル工事が竣工した駒沢大学駅は、本学にとって
馴染みの深い移動の拠点です。この駒沢大学駅を中心として、
「ポテンシャルを活かしたアイデア」、「地域拠点やメディアを
活かした地域活性化のプロモーションアイデア」、「学生と地域が
ともに作る未来」、「新たな移動創出につながるプロモーション」を
キーワードにアイデアが募集されました。

9月19日（金）の応募締め切りまでに、計16件のアイデアが集まり、第1次審査（書類審査）を
通過したファイナリスト5組が、11月29日（土）に開催された第2次審査審査（プレゼンテーショ
ン審査）に進み、厳正なる審査の結果、最優秀賞をはじめとした各賞が選ばれました。

審査員からは、学生のひらめきと
実行力について、まちの未来を動かす
原動力であるといったコメントを
いただきました。

各賞受賞者には、本学からの副賞に
加えて、東急電鉄株式会社より、
駒沢大学駅ホームページへの記事掲載、
駒沢大学駅サイネージ（ＧＵＧ
ＰＬＡＴＦＯＲＭ）での作品放映、
駒沢大学駅構内（改札内）での受賞
作品の掲出といった体験型の副賞が
提供されました。

2025（令和7）年度 駒大生社会連携アイデアコンテスト

地域のポテンシャルを最大限に引き出す新たな移動創出のアイデア

社会連携課（社会連携センター）学術研究推進部

関連するSDGs

https://www.komazawa-u.ac.jp/social/about/komadaiproject/socialidea/
https://www.komazawa-u.ac.jp/social/about/komadaiproject/socialidea/si-2025/si-2025-overview.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/social/about/si-2025-theme.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/social/about/komadaiproject/socialidea/si-2025/si-2025-result.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/social/about/komadaiproject/socialidea/si-2025/si-2025-comments.html
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「上馬クリーンキャンペーン」

周辺地域の清掃活動に参加しました

総務部

6月6日（金）、10月3日（金）、「上馬クリーンキャンペーン」が行われ、学生有志と職員が
参加しました。
当日は朝7時40分に大学に集合し、地域の方々とともに世田谷区の

上馬地区の清掃活動を実施しました。

今回は、オータムフェスティバル実行委員会、任意団体サークルの
「ECO・環境保護サークル Green Grow」、グローバル・メディア・
スタディーズ学部の 服部 哲 ゼミにご協力いただきました。
周辺地域の美化活動に取り組むとともに、清掃活動に参加した地域

の方々との交流を深めました。

深沢キャンパス「日本庭園」の一般開放

深沢校舎事務室

関連するSDGs

2006（平成18）年に建設され、大学院の講義室や各研究室、公開講座
などに利用できるホールが設置されている駒澤大学深沢キャンパスには、
昭和を代表する建築家である吉田五十八氏が設計した旧三越迎賓館
（1972年完成）が現存するほか、和室を備えた日本館と、その周囲には
日本庭園や茶室「而今庵」があります。例年、桜の美しい春季・紅葉の
彩り鮮やかな秋季に庭園を開放しています。

2025年は、深沢校舎・洋館・外壁改修工事のため、春の庭園開放は
できませんでしたが、秋季庭園開放（11月24日～12月8日）には、近隣の
方々などに美しい紅葉のひと時をお楽しみいただきました。

https://www.komazawa-u.ac.jp/news/social/2025/0611-17410.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1112-18071.html
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駒澤大学古本募金

不要となった書籍等を寄付に

募金事務室

駒澤大学では、皆さまからご不要となった書籍（ＣＤ・ＤＶＤ・ゲームソフトを含む）をご提供いただ
き、その買取金額が駒澤大学への寄付となり図書館資料の充実に役立てられる「駒澤大学古本募
金」を実施しています。

これらの取り組みは、以下の方法で行っています。

【WEBサイトからのお申込み】
ご不要となった書籍等（ＣＤ・ＤＶＤ・ゲームソフトを含む）を段ボール箱に詰め、WEBサイトからお

申込みください。ご指定の時間にご自宅まで宅配業者が伺います。
取り扱い対象商品5点以上であれば送料は無料です。（5点未満の場合、1箱につき500円が査定

額より差し引かれます。）

【学内回収ボックスのご利用】
ご不要となった書籍等（ＣＤ・ＤＶＤ・ゲームソフトを含む）を学内に設置した回収ボックスにそのま

ま入れてください。
お申込み手続きは不要です。回収ボックスをご利用の場合、ご提供いただいた書籍等は駒澤大学

からまとめて集荷を申し込むため、個別の査定結果の報告及び領収証の発行には対応できません。

＝学内回収ボックス設置場所＝
◆第一研究館 2階 受付検収窓口前
◆第二研究館 1階 受付検収窓口前
◆講師控室内
◆種月館（3号館）4階 情報グループ学習室「ＰＡＯ」前
◆本部棟1階 財務部掲示板前

関連するSDG

2024年度実績(4月～3月）
買取冊数 3,325冊
寄付金額 758,105円

2025年度実績（4月～12月）
買取冊数 2,280冊
寄付金額 531,532円

https://www.komazawa-u.ac.jp/bokin/furuhon.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/bokin/furuhon.html
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産学連携プロジェクト「Stepping Stone」に参画

フェアトレードを広げるために活動を続けています

山中 達也ゼミナール経済学部

経済学部経済学科の山中達也ゼミは、フェアトレードを広めるため、産学連携フェアトレード
プロジェクト「Stepping Stone（ステッピング・ストーン）」に参画しています。

【産学連携フェアトレードプロジェクト「Stepping Stone」の概要】
Stepping Stoneは、現役大学生が主体となり、フェアトレード商品の企画・デザイン・販売戦

略までを一貫して行う産学連携プロジェクトです。2021年4月、コロナ禍で苦境に立たされたイ
ンドのコットン生産者や製品工場と協力するかたちでスタートしました。
ステッピングストーンという「飛び石」「足掛かり」の意味を持つ名称の通り、大学、企業、

国境、そして消費者の壁を越えてフェアトレードを広めることを目的として活動してきました。

1. プロジェクトの主要メンバー
• 参加大学: 明治大学、法政大学、関西大学、東洋大学、

名古屋外国語大学、駒澤大学（山中ゼミ）
• 株式会社Suvastra Japan（スバストラジャパン）
• インドのフェアトレード認証工場「Suvastra India」
• 特定非営利活動法人フェアトレード・ラベル・ジャパン

2. プロジェクトの主な活動内容
学生たちは約1年をかけて、商品企画、デザイン・設計、プレゼンテーション、販売・プロ

モーションといったステップをビジネスの実践として経験します。

3. 山中ゼミの主な実績例
山中ゼミは、理論と実務を結びつける活動として本プロジェクトに深く関わってきました。
• ホテル連携商品の開発:
「ホテル JAL シティ羽田 東京」などの宿泊プラン特典として、「国際フェアトレード認証
コットン使用 2Way 巾着ポーチ」を考案。地域の魅力（穴守稲荷など）をデザインに取り
入れ、宿泊客が日常でフェアトレードに触れるきっかけを作りました。

• コンセプト:
「フェアトレードをもっと身近に、自分へのイイコトが社会のイイコトに」を掲げ、消費者
が「可愛い」「便利」と感じることを入り口にした社会貢献を提案しています。

4.プロジェクトの社会的評価
2025年には、本プロジェクトを主導するSuvastra Japanが、各大学との連携実績を評価され、

「第2回フェアトレード・ジャパン・アワード」のパートナーシップ部門で優秀賞を受賞しまし
た。

関連するSDG

https://www.komazawa-u.ac.jp/news/social/2025/0224-18445.html
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法科大学院「市民ロースクール」

法科大学院

駒澤大学法科大学院では、世田谷区にある唯一の法科大学院として、身近な法律の問題に関す
る情報や知識を提供するための連続講座「市民ロースクール」を開催しています。
各界の公演映像は、一部を除き、本講座を後援する「せたがやeカレッジ」にて無料公開して

いますので、どなたでもご覧いただけます。

第24回 市民ロースクール 【2025年6月28日（土）10：00～11：30】
「事故と家族の損害賠償責任」

第25回 市民ロースクール 【2025年12月20日（土）10：00～11：30】
「なぜ今、ビジネスにおいて人権を求められているのか」

法科大学院「無料法律相談」

法科大学院

法曹養成機関である駒澤大学法科大学院においては、法学理論だけでなく実務の基礎について
も実践的な教育を必要とします。臨床教育の一環として、また世田谷区唯一の法科大学院として
の地域貢献を目的として、年に数回、「無料法律相談」を開催（共催・後援）しています。

2025年度
春季：無料法律相談【 2025年5月17日（土）】
秋季：無料法律相談【 2025年11月15日（土）】

関連するSDGs

関連するSDGs

https://www.komazawa-u.ac.jp/lawschool/about/citizen-law-school.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/0602-17374.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1201-18197.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/lawschool/about/free-legal-advice.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/lawschool/about/7b9c7a645d53e6a6a95278bf71931b17.pdf
https://www.komazawa-u.ac.jp/lawschool/about/2025_Free-legal-consultation.pdf
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2025（令和７）年度「駒大生社会連携プロジェクト」

駒大生による9件の社会連携プロジェクトが実施されました

社会連携課（社会連携センター）学術研究推進部

駒澤大学では、本学における社会連携・地域貢献にかかわる様々な教職員と学生の活動への支
援を目的とした学内公募型の助成「駒大生社会連携プロジェクト」を、令和4年度から行ってお
ります。令和7年度は、計9件の申請があり、外部審査員及び社会連携委員会等で審議した結果、
すべてのプロジェクトが採択されました。

まちづくり・地域づくり部門
【世田谷区の地域資源を活かしたアントレプレナーシップ教育の実践】
（経済学部 現代応用経済学科 長山 宗広 教授）

【玉川地域を中心とした住民福祉活動への学生参加事業】
（文学部 社会学科 川上 富雄 教授）

【駒大生が駒沢のまちづくりにおけるコモンズ形成にどう貢献できるか
―駒沢こもれびプロジェクトへの参与観察を通して】（文学部 社会学科 李 妍焱 教授）

【世田谷のコモン・スペースを発信するコンセプト映像制作】
（経済学部 現代応用経済学科 松本 典子 教授）

【門前町の祭祀再開支援から学ぶ地域復興のフィールドワーク】
（グローバル・メディア・スタディーズ学部 グローバル・メディア学科 柴田 邦臣 教授）

産学官連携部門
【駒大生と中小企業家との連携から「令和における『人を生かす経営』」のあり方を探る】
（経済学部 現代応用経済学科 大前 智文 准教授）

SDGs部門
【幸せ創造企業を実現するには】（経営学部 経営学科 村山 元理 教授）
【RED-RINGプロジェクト：持続可能な放射線教育の深化と波及】
（医療健康科学部 診療放射線技術科学科 村田 渉 講師）

【サステナブル・アクション・プロジェクト（SAP） の広域展開によるサーキュラー・
エコノミーの訴求】（経営学部 市場戦略学科 青木 茂樹 教授）

6月2日（月）に、採択決定通知書交付式が開催され、村松哲文学長より、採択決定通知書とと
もに激励のメッセージが送られました。各プロジェクトのメンバーは期間終了まで熱心に活動を
続け、大きな成果を挙げました。
プロジェクトの活動内容は、駒大生社会連携プロジェクトのニュースレター『SEED』のほか、

社会連携センターの公式X及び公式Instagramにおいて、詳しく紹介しています。

https://www.komazawa-u.ac.jp/social/about/komadaiproject/socialproject/
https://www.komazawa-u.ac.jp/social/about/komadaiproject/socialproject/sp-2025/7627-98314.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/social/about/komadaiproject/socialproject/sp-2025/seed-2025.html
https://x.com/koma_collabo
https://www.instagram.com/koma_collabo/?hl=ja
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台湾・台南市におけるSDGs国際交流活動

SDGs企画提案プレゼンテーション第1位 ・ SDGs講演

小野瀬拡ゼミナール ・ 小野瀬 拡経営学部

「台日SDGs交流城市遊牧永續台南」は、持続可能な未来をテーマに、台南市の取り組みに関し
て複数の日本の大学教員と専門家が意見交換を行う国際交流企画です。2025年2月21日（金）か
ら23日（日）にかけて台南市で開催された本企画において、小野瀬ゼミナールの学生チームが
企画プレゼンテーションで第1位を受賞し、また、小野瀬拡教授が講演を行いました。

企画プレゼンテーション
本企画のプレゼンテーションは、日本と台湾両国の複数の大学の学生によって実施されまし

た。その目的は台南市におけるSDGsの側面を重視した観光企画を提案することです。参加学生
は、2月21日（金）から22日（土）にかけて、沙崙スマートグリーンエネルギーサイエンスシ
ティや蘭亭居ナーシングホームなど市内を視察・見学しました。23日（日）に複数のチームが
プレゼンテーションを行い、その結果、駒澤大学・義守大学の合同チーム（小野瀬ゼミ所属学
生を含む）が、日台両国のコミュニケーションを重視した企画を提案し、第1位を受賞いたしま
した。

講演
2月22日（土）には、複数の研究者と専門家による講演会が開催されました。小野瀬拡教授は、

“Issues in Entrepreneurship Education and Training for the SDGs (SDGsのための企業家
育成の諸問題)”と題して登壇し、2030年以降を見据えたSDGsと企業家育成における課題につい
て指摘しました。

https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2024/0227-16921.html
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「仏教と人間」レポート課題

仏教とSDGｓの接点を考える

山口弘江仏教学部

全学1年次必修「仏教と人間」の担当するクラスでは、「 課題授業（２）仏教とSDGｓの接
点を考える」というテーマでレポートを書いてもらっています。
提出されたレポートの中から興味深いものを選んで授業中に紹介することで、多様な視点が

あることを学び、SDGｓに対する意識を高めるきっかけとしています。

関連するSDGs
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駒澤大学サイトホーム＞ニュース

リンク集

その他の取組みについては、大学公式ホームページをご参照ください。

テーマ掲載日

福島県主催「サイエンスカフェ －福島の食べ物と安全について知ろう、話そう－」を
開催しました

2025.02.10

文学部歴史学科考古学専攻の「考古学発掘実習Ⅱ」の授業の一環として校外実習が行わ
れました

2025.03.05

令和6年度「駒大生社会連携プロジェクト」活動報告会を開催しました2025.03.27

「2024（令和6）年度駒澤大学SDGs活動報告書」を発行しました2025.03.31

本学とスペイン・ポンティフィシア・コミージャス大学が国際交流協定を締結2025.04.16

東京税関長が本学を表敬訪問されました2025.04.29

文学部歴史学科考古学専攻の1・2年生が東京国立博物館を見学しました2025.05.01

ボクシング部が「すみだボクシング祭り」に協力しました2025.05.20

文学部歴史学科考古学専攻の1年生を対象とした研修旅行を行いました2025.05.22

令和7年度「駒大生社会連携プロジェクト」採択決定通知書交付式を実施しました2025.06.04

文学部社会学科の松信ゼミがTokyo Pride 2025にボランティア参加しました2025.06.10

周辺地域の清掃活動「上馬クリーンキャンペーン」に参加しました2025.06.11

経済学部現代応用経済学科ラボラトリによる「新入生セミナー」を開催しました2025.06.12

文学部歴史学科考古学専攻の学生が世田谷区奥沢城跡の調査を行いました2025.06.13

経済学部の松本典子教授が「日本比較経営学会奨励賞」を受賞2025.06.23

経済学部松本典子ゼミの有志学生が「用賀サマーフェスティバル」に実行委員として参
加

2025.08.27

https://www.komazawa-u.ac.jp/news/social/2024/0210-16870.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/social/2024/0210-16870.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2024/0305-16945.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2024/0305-16945.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/social/2024/0327-17059.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/social/2024/0331-17070.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/event/2025/0416-17165.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/other/2025/0429-17218.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0501-17228.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/extracurricular/2025/0520-17312.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0522-17327.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0604-17390.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0610-17418.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/social/2025/0611-17410.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0612-17429.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0613-17431.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0623-17469.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/social/2025/0827-17722.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/social/2025/0827-17722.html
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駒澤大学サイトホーム＞ニュース

リンク集

その他の取組みについては、大学公式ホームページをご参照ください。

テーマ掲載日

「夏休みこどもアカデミー2025」を開催しました2025.09.04

文学部歴史学科考古学専攻の学生が大類古墳群の測量調査を実施しました2025.09.10

文学部歴史学科考古学専攻の4年生がパレオ・ラボでのインターンシップを実施しまし
た

2025.09.10

文学部社会学科の松信ひろみゼミが世田谷区内の小学校でLGBTQ+についての出前講座を
行いました

2025.09.30

法学部政治学科の内海麻利ゼミが東京消防庁「第22回地域の防火防災功労賞」優良賞を
受賞

2025.10.02

秋田県と「就職支援に関する協定」を締結しました2025.10.24

文学部歴史学科考古学専攻の学生が山東大学文化遺産研究院の方々と交流事業を実施し
ました

2025.10.27

経済学部長山ゼミの学生が「東急世田谷線開通100年 まちづくり考えるワークショッ
プ」に参加しました

2025.12.23

苫小牧市と「学生UIJターン就職促進に関する協定」を締結しました2025.12.23

https://www.komazawa-u.ac.jp/news/social/2025/0904-17687.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0910-17773.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0910-17774.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0910-17774.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0930-17861.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/0930-17861.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/1002-17880.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/1002-17880.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/social/2025/1024-17991.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/1027-18001.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/1027-18001.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/1223-18289.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/research/2025/1223-18289.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/news/social/2025/1223-18290.html
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駒澤大学サイトホーム＞大学からのお知らせ

リンク集

その他の取組みについては、大学公式ホームページをご参照ください。

テーマ掲載日

令和6年度「駒大生社会連携プロジェクト」ニュースレターSEED第27号の発行について2025.01.28

2025年度 多子世帯の大学等の授業料等減免について（情報更新）2025.02.14

令和6年度「駒大生社会連携プロジェクト」ニュースレターSEED第28号の発行について2024.03.27

令和7年度「駒大生社会連携プロジェクト」ニュースレターSEED第29号の発行について2025.06.05

令和7年度「駒大生社会連携アイデアコンテスト」のご案内2025.06.11

令和7年度「駒大生社会連携プロジェクト」ニュースレターSEED第30号の発行について2025.07.25

寄付の支払い方法として「PayPay」を導⼊しました2025.09.01

令和7年度「駒大生社会連携プロジェクト」ニュースレターSEED第31号の発行について2025.09.29

駒澤大学は「Giving Campaign2025」に参加します2025.10.07

令和7年度「駒大生社会連携プロジェクト」ニュースレターSEED第32号の発行について2025.11.27

https://www.komazawa-u.ac.jp/topics/2024/0128-16823.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/topics/2024/0214-16881.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/topics/2024/0327-17075.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/topics/2025/0605-17401.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/social/about/komadaiproject/socialidea/si-2025/si-2025-overview.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/topics/2025/0725-17590.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/topics/2025/0901-17739.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/topics/2025/0929-17855.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/bokin/topics/2025/1007-17922.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/topics/2025/1127-18180.html
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駒澤大学サイトホーム＞イベント

リンク集

その他の取組みについては、大学公式ホームページをご参照ください。

テーマ掲載日

2024（令和6）年度後期公開講座【1月対面講座】「１行から広がるカフカ的世界」2024.12.10

2024（令和6）年度後期公開講座【1月オンデマンド講座】「サステナブルな社会をつく
る思想・制度・戦略−サステナブル・ブランディングの最先端-」

2024.12.10

大津ゼミ・姉歯ゼミ合同企画緊急映画会『タクシー運転手 約束は海を越えて』2024.12.11

特別公開「大涅槃図」（2025.2.15～2.28）2024.12.20

駒沢周辺の歴史探索ツアー ―駒沢・深沢にある名建築・庭園を訪ねる旅―2025.01.16

駒澤大学地域グローバル化推進講座「外国語詩を読む」2025.01.20

科研費研究セミナー「緑をめぐる市民的コモンズの可能性を問う」2025.01.20

駒澤大学特別出版助成作品・出版記念セミナー2025.02.04

駒澤大学公開講座 4月オンデマンド講座のご案内2025.03.11

駒澤大学公開講座 4月対面講座のご案内2025.03.11

春季特別公開「正法眼蔵嗣書」・花まつり（2025.3.26～4.8）2025.03.27

有形文化財（建造物）登録記念企画展「大正モダン 復興の図書館」（2025.5.12～
7.31）

2025.04.21

第24回市民ロースクール「事故と家族の損害賠償責任」のお知らせ2025.06.02

令和7年度第1回駒澤大学仏教学会研究発表会のお知らせ2025.06.03

夏の特別企画 学芸員とめぐる「禅の世界」開催8日程（2025.7.19－30）2025.06.19

夏休み子どもぜんぱく（2025.7.19～7.29）2025.06.19

第204回宗教学研究会「民俗社会における仏教実践へのパースペクティブ」2025.06.19

夏休みこどもアカデミー2025「放射線と防護材の相性を学ぶ！ 科学×カードゲーム講
座 －放射線お化けから身を守ろう！－」

2025.06.20

https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2024/1210-16661.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2024/1210-16662.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2024/1210-16662.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2024/1211-16664.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/overview/event/2024/1219-16712.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2024/0116-16778.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2024/0120-16779.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2024/0120-16785.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2024/0204-16850.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2024/0311-16961.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2024/0311-16962.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/overview/event/visiting-temples/2025/0314-16976.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/overview/exhibition-room/2025/0421-17156.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/overview/exhibition-room/2025/0421-17156.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/0602-17374.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/0603-17392.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/overview/event/2025/0527-17349.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/overview/event/visiting-temples/2025/0528-17355.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/0619-17459.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/0620-17451.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/0620-17451.html
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テーマ掲載日

2025年度 第1回総合教育研究部自然科学部門 公開講演会2025.07.01

2025年度 駒澤大学大学院グローバル・メディア研究科講演会2025.07.07

グローバル・メディア・スタディーズ学部 高 媛 教授著『帝国と観光――「満洲」
ツーリズムの近代』出版記念シンポジウム開催のご案内

2025.09.01

没後60年企画展「澤木興道老師と駒澤大学 ～只管打坐と行雲流水を貫いた禅僧～」
（2025.10.6～11.15）

2025.09.16

第46回禅博セミナー「駒澤大学に坐禅の授業を始めた澤木興道という人」
（2025.10.29）

2025.09.16

令和7年度第2回駒澤大学仏教学会研究発表会のお知らせ2025.10.01

令和7年度地理学科第2回公開講演会「流山市発展のひみつ 」（流山市長・井崎義治
氏）

2025.10.08

2025年度駒澤大学経済学部公開講座のお知らせ2025.10.09

駒大防災ハロウィン2025.10.20

駒大生社会連携プロジェクト企画 「第2回放射線リテラシー交流会～僕らのラジエー
ションアカデミア！～」開催

2025.10.27

禅研究所公開研究会《｢人間らしさ｣から｢生き方｣への探究》2025.10.28

特別公開「出山釈迦図」（2025.12.1～12.12）2025.11.05

駒澤大学総合教育研究部文化学部門主催・駒沢宗教学研究会共催 公開講演会2025.11.05

令和7年度第1回駒澤大学仏教学会公開講演会のお知らせ2025.11.11

駒澤大学グローバル・メディア・スタディーズ学部主催・大学院グローバル・メディア
研究科共催 『エラスムス像の謎』出版記念講演会・パネルディスカッションのお知ら
せ

2025.11.11

深沢キャンパス庭園開放のご案内2025.11.12

駒大生社会連携プロジェクト公開ゼミイベント TOWA RADIO Vol.1「主体性ってデザイ
ンできる？ 若者×地域×ぶっちゃけトーク」

2025.11.12

https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/0701-17494.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/0707-17512.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/0901-17438.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/0901-17438.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/overview/exhibition-room/2025/0901-17409.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/overview/exhibition-room/2025/0901-17409.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/overview/event/2025/0901-17650.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/overview/event/2025/0901-17650.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1001-17875.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1008-17893.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1008-17893.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1009-17932.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1020-17968.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1027-18004.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1027-18004.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1028-18012.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/overview/event/2025/1021-17978.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1105-18050.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1111-18065.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1111-18076.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1111-18076.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1111-18076.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1112-18071.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1112-18082.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1112-18082.html
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テーマ掲載日

令和7年度第68回駒澤大学国文学大会のご案内2025.11.14

公開講演会「ムスタン・トルポ地域の遺宝」のお知らせ2025.11.21

教職課程部門主催公開講演会 「こどものレンズ・大人のレンズー現代を生きる子ども
世界のミカター」のお知らせ

2025.11.24

法学部三竹ゼミ企画 『荒野に希望の灯をともす』上映会のお知らせ2025.11.27

第25回市民ロースクール「なぜ今、ビジネスにおいて人権を求められているのか」のお
知らせ

2025.12.01

https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1114-18098.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1121-18134.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1124-18147.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1124-18147.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1127-18169.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1201-18197.html
https://www.komazawa-u.ac.jp/event/2025/1201-18197.html
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